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みんなで支え みんなで築く
福祉のまち美作

笑顔が輝く日

手話奉仕員養成講座開催中です！

ココ ロロ ナナ

にに まま

るる なな

けけ



　
10
月
１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
私

た
ち
の
町
の
身
近
な
福
祉
活
動
や
災
害
時
の
被
災
者
・

被
災
地
の
活
動
支
援
の
た
め
の
募
金
と
し
て
活
用
さ

れ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
社
会
の
中
で
、さ
ま
ざ

ま
な
地
域
福
祉
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
民
間
団
体

を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
ま
た
、
市
民
の
優
し
さ

や
思
い
や
り
を
届
け
る
運
動
と
し
て
、共
同
募
金
は
市

民
主
体
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、市
民
自
ら
の
行
動
を
応
援

す
る
、「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」の
活
動
で
す
。

　
岡
山
県
共
同
募
金
会
で
は
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

一
部
を「
災
害
義
援
金
」と
し
て
積
み
立
て
、大
規
模
災

害
が
起
こ
っ
た
際
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

な
ど
被
災
地
を
応
援
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
の
美
作
市
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
で
は
、美
作

市
社
協
が
設
置
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
県
共
同
募
金
会
の
義
援
金
が
届
け
ら
れ
、セ
ン
タ
ー

立
ち
上
げ
の
経
費
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
私
た

ち
を
助
け
て
く
れ
る
活
動
に
も
募
金
が
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
の
募
金
は
、美
作
市
共
同
募
金
委
員
会
か

ら
岡
山
県
共
同
募
金
会
に
全
額
送
金
し
て
、翌
年
度
に

募
金
額
の
約
半
分
が
美
作
市
社
協
に
配
分
さ
れ
、小
地

域
福
祉
活
動
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
育
て
支
援

等
の
福
祉
事
業
や
、
福
祉
教
育
の
推
進
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
育
成
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
共
同
募
金
は
、少
し
で
も
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
し
よ

う
と
い
う
思
い
を
具
体
的
な
活
動
や
物
に
つ
な
げ
て

い
く
募
金
活
動
で
す
。本
年
度
も
募
金
の
目
的
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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令和２年度
～ 子どもの貧困問題と私たちにできる社会貢献活動を考える～

　例年、作東バレンタインプラザで
開催しておりました「福祉のまちづ
くりフォーラムin美作」は、本年度は
新型コロナウイルス感染症拡大予防
のため、ケーブルテレビみまちゃん
ネルで、動画放送を行いますので皆
様ご覧ください。
　周囲から気づかれず見えにくい
「子どもの貧困」の実態を知り、子
ども一人ひとりの将来が閉ざされる
ことがないよう、地域の関わり方や
個人に出来る社会貢献活動（支援）
について考える機会を提供すること
を目的に放映します。

福祉のまちづくりフォーラム in美作

募
金
運
動
に
つ
い
て

共
同
募
金
運
動
に
協
力
を

被
災
地
の
活
動
支
援
に

●令和元年度共同募金実績額

4,305,592円
●令和２年度共同募金目標額

4,800,000円

～じぶんの町を良くするしくみ～

募金期間　10月1日(木)～12月31日(木)

皆様の温かいご支援とご協力をお願いします

●放送日時
　１０月２６日㈪～１０月３０日㈮
　　・午前１０時　・午後２時　・午後９時　・午前０時
　１０月３１日㈯・１１月１日㈰
　　・午前９時　・午後９時
●内　　容
　基 調 講 演：「子どもの貧困」の実態について
　　　　　　　講師　川崎医療福祉大学　医療福祉学部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  直島  克樹 氏
　パネルディスカッションテーマ：
　　 　　　　「子どもの貧困問題と私たちにできる
　　　　　　　　　　　　　　　 社会貢献活動を考える」
　司　　　会：みまちゃんネル　中村  雅史 アナウンサー
　パネリスト：川崎医療福祉大学　医療福祉学部　講師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  直島  克樹 氏
　　　　　　　美作市　保健福祉部　社会福祉課　課長補佐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  春名  雄一 氏
　　　　　　　美作市社会福祉協議会　課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 福田  光雄



　

８
月
21
日
㈫
作
東
長
寿
セ
ン
タ
ー
で
第
２
回
地
域

社
協
連
絡
会
役
員
会
を
開
催
し
、
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
美
作
の
開
催
に
つ
い
て
」
、

「
地
区
社
協
メ
ニ
ュ
ー
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
、

「
地
域
福
祉
講
座
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
習
に
つ
い

て
」
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
美
作
」
の
開

催
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
み
ま
ち
ゃ
ん
ネ
ル
で

「
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
」
を
制
作
し
、
10
月
に
放
送
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
）

　
周
囲
か
ら
見
え
に
く
い
「
子
ど
も
の
貧
困
」
の
実

態
を
知
り
、
子
ど
も
の
将
来
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
の
地
域

の
関
わ
り
方
や
、
個
人
で
で
き
る
社
会
貢
献
活
動
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
、
「
子
ど
も
た
ち
を

温
か
く
見
守
る
人
、
困
っ
た
と
き
に
相
談
で
き
る
人

が
身
近
に
い
る
社
会
を
つ
く
る
」
こ
と
を
目
的
に
放

映
し
ま
す
。

　

地
区
社
協
メ
ニ
ュ
ー
事
業
の
友
愛
訪
問
支
援
事
業

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
本
事
業
は
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
の
安
否
確
認
と
声
か
け
を
行
う
地
区

社
協
の
友
愛
訪
問
活
動
に
対
し
て
市
社
協
よ
り
訪
問

時
に
配
布
す
る
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
等
を
提
供
す
る
も
の

で
す
。
寄
附
金
を
財
源
に
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
共
同
募
金
配
分
金
を
併
用
す
る
こ
と
と
し
、

訪
問
時
に
持
参
す
る
品
物
を
美
作
市
指
定
ご
み
袋
に

変
更
、
支
援
対
象
者
に
障
害
者
の
方
も
加
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
訪
問
時
に
は
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
の
確
認
を
行
い
、
気
に
な
る
対
象
者
が
い
れ
ば
見

守
り
会
議
で
世
帯
状
況
の
確
認
と
見
守
り
活
動
に
つ

な
げ
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
令

和
３
年
４
月
１
日
よ
り
変
更
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
講
座
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
習
で
は
、

今
年
度
地
区
社
協
で
取
り
組
む
予
定
の
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
形
式
で
行
う
地
域
福
祉
講
座
を
実
際
に
行
い
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
「
子
ど
も
の
貧
困
」
で
、
社
協
職

員
か
ら
資
料
を
基
に
説
明
を
行
い
、
テ
ー
ブ
ル
毎
に

自
由
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
役

員
か
ら
は
、
美
作
市
で
こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の

か
、
支
援
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
か
等
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
進
め
方
に
つ

い
て
は
、
地
区
社
協
で
開
催
す
る
前
に
地
域
社
協

（
各
支
所
単
位
）
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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美
作
市
地
域
社
協
連
絡
会

美
作
市
地
域
社
協
連
絡
会

地域福祉講座グループワークの実習

友
愛
訪
問
支
援
事
業
の
見
直
し

実
施
要
綱
の
変
更
／
令
和
３
年
４
月
１
日
〜

●
訪
問
時
に
持
参
す
る
品
物
を

　
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
等
か
ら

　
指
定
ご
み
袋
に
変
更

●
支
援
対
象
者
に

　
障
害
者
の
方
も
加
え
る

●
訪
問
時
に

　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
確
認

第
２
回
役
員
会
を
開
催

第
２
回
役
員
会
を
開
催

指定ごみ袋（10ℓ）



へのご協力をお願いします。
「食糧支援おむすび事業」

　美作市社会福祉協議会では、平成27年度より市民の皆様からお米の寄附を募り、食事に困っている
家庭へ食料支援を行う「おむすび事業」に取り組んでいます。
　皆様のご協力により、これまでに約７，６００ｋｇの「お米」の寄附をいただきましたこと、紙面を
お借りして厚くお礼申し上げます。その内約６，９００ｋｇを必要とされている家庭に提供することが
できました。（令和２年９月現在）
　新型コロナウイルスの影響でお仕事や収入が減った方からの相談の際に、皆様からご寄附いただいた
お米を提供させてもらい、大変喜ばれています。
 「お米」で人と人を結ぶ「おむすび事業」に引き続き、皆様のご支援とご協力をお願いします。
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美作お助け隊フード＆ライフドライブ

☆寄附をお願いしたい物 お米（玄米）

美作市社会福祉協議会各支所で受付しています。

… どの家庭でも食べられており、長期保存が可能な為（古米でも歓迎）
※精米作業は、希望される方にお渡しする前に本会で行います。

☆受付場所
※３０ｋｇ以上のご寄附をしてくださる方はご自宅まで引き取りに伺います。

【お問い合わせ】 美作市社会福祉協議会  美作市江見２８０　TEL：７５－２６２２

　この度、美作お助け隊（美作市内の社会福祉
法人等連絡協議会）による、フード＆ライフ
ドライブを実施しましたところ、多くの方々
のご協力により、たくさんの食料品や日用品
のご寄附をいただくことができました。
　皆様のご厚意に深く感謝致します。
　ご寄附いただきました食料品や日用品は、
美作お助け隊を通じて、必要とされる子育て
世帯や困窮世帯等への支援に活用させていた
だきます。
　また、今後も継続して行いますので、皆様
のご支援ご協力をよろしくお願いします。

実施年月日 受付場所

■実施詳細

食料品・日用品数 総　重　量
（容器重量含まず）

２０８．４kg１，００３品令和2年
８月25日（火）～９月14日（月）

美作お助け隊
参加法人各事業所

お 礼 と ご 報 告

緊急募
集！
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先
人
の
方
々
が
吉
野
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
活
動
を
大

変
活
発
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の
皆
さ
ん
、

全
員
が
仲
良
く
、
楽
し
く
生
き

生
き
と
高
齢
者
一
人
一
人
に
熱

心
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
様
子

に
感
銘
し
、
私
も
仲
間
に
入
れ

て
頂
き
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
吉
野
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
で
は
、
「
一
人
暮
ら
し
に
な

っ
て
も
安
心
し
て
い
き
い
き
と

楽
し
く
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
」
こ
と
と
、
「
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
が
多
く
人
と

ふ
れ
合
い
交
流
、
研
修
し
活
力

が
得
ら
れ
る
」
こ
と
を
目
的
に
、

年
３
回
の
つ
ど
い
を
し
て
い
ま

す
。
　
第
１
回
は
「
ふ
れ
あ
い
見
学

旅
行
」
で
す
。
県
内
、
近
隣
県

の
観
光
地
へ
バ
ス
で
行
き
、
楽

し
い
見
学
や
昼
食
会
を
行
い
、

皆
さ
ん
と
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
第
２
回
は
「
高

齢
者
の
つ
ど
い
（
交
流
会
・
研

修
会
）
」
で
す
。
お
や
つ
と
お

茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
お
し

ゃ
べ
り
交
流
会
や
、
駐
在
所
・

消
防
署
・
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
・
社

会
福
祉
協
議
会
・

保
健
師
さ
ん
・
栄

養
士
さ
ん
等
に
講

師
に
な
っ
て
い
た

だ
き
、
研
修
会
の

実
施
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域

で
活
躍
さ
れ
て
い

る
余
興
愛
好
家
の

皆
さ
ん
に
楽
し
い

余
興
を
披
露
し
て

も
ら
っ
た
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

手
作
り
の
心
の
こ

も
っ
た
お
弁
当
を

皆
様
と
一
緒
に
食

べ
交
流
を
行
っ
て

い
ま
す
。
第
３
回

は
「
ふ
れ
あ
い
訪

問
」
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
員
手
作
り
の
お
弁
当

を
お
土
産
に
高
齢
者
宅
を
訪
問

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
訪

問
時
は
必
ず
「
お
話
を
す
る
」

事
を
大
切
に
し
、
暮
ら
し
の
実

状
や
困
り
ご
と
が
な
い
か
等
を

お
尋
ね
し
、
訪
問
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
高
齢

者
の
皆
様
が
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
顔

で
話
し
合
わ
れ
て
い
る
様
子
を

拝
見
す
る
と
、
こ
の
活
動
を
し

て
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
が

生
き
生
き
と
自
分
の
事
と
し
て

活
動
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、

私
自
身
や
り
が
い
を
覚
え
る
と

同
時
に
大
き
な
喜
び
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
皆
様
の
ご
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
会
員
一
同
手
を
取

り
合
い
「
目
的
」
に
向
か
っ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

不妊でお悩みの方 痛みでお悩みの方
慢性皮膚疾患でお悩みの方 目でお悩みの方
置　き　薬 配　　　達

空き時間を有効利用

訪問

施設・特養・障害者施設など同時に訪問
サービス利用者を募集しています。

　　訪問理美容●●
理容師・美容師（施設・自宅訪問出来る方）

津山市・美咲町・勝央町など
施設・その他相談

お問い合わせは
lifemomo.jp  0868-73-0110

職 員 募 集 中
シルバーライフサポートもも

吉野福祉ボランティアの会「ふれあい見学」

＊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

　
始
め
た
き
っ
か
け
は

　
何
で
す
か
？

＊
ど
の
よ
う
な
活
動
を

　
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

＊
最
後
に
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

＊
活
動
を
続
け
る
中
で

　
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

【
作
東
地
域
】

小
林
　
範
子  

さ
ん

　
作
東
地
域
に
お
住
ま
い
の
小
林

範
子
さ
ん
は
、
60
歳
で
退
職
後
地

域
に
お
い
て
様
々
な
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。  
栄
養
委
員
、 

吉
野
地
区

女
性
の
会
、
介
護
予
防
体
操
サ
ポ
ー
タ
ー
、
吉
野
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
等
々
、今
回
は
吉
野
地
区
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
を
通
じ
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
小
林
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、そ
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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「子ども応援夢基金」への「子ども応援夢基金」への
ご協力をお願いします。ご協力をお願いします。

基金の設立趣意書

　平成27年時点で、我が国の子どもの貧困率は13.9％となり、生活困窮世帯の増加やそれに伴う子
どもへの貧困連鎖は深刻な状況です。美作市においても、「学生服や教材が購入できない」、「進学
したいが諦めた」、「修学旅行の費用が準備できない」といった生活困窮世帯の子どもたちの問題・
課題が顕在化しています。
　しかしながら、具体的な資金支援は社会制度の中にはなく、生活困窮世帯の子どもたちを支援す
る新たな財源が必要です。美作市社会福祉協議会は、一人でも多くの子どもが自分の夢や希望を諦
めず、将来に向かい健やかに成長することを支援するために、本基金を設置し、基金への寄附金は
下記の目的に掲げる事業財源とします。
　皆様からの寄附及び遺贈は、金額の多寡に関わらず本会でお受けしますので、是非とも本基金の
趣旨にご理解いただき、温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

基金の活用について

現行の制度やサービスではカバーできない、生活困窮世
帯の子どもたちの進学や就職のために必要な左記の経費
を貸付するとともに、その世帯及び保護者も含めた支援
を行います。
　❶ 入学時に必要な経費（通学費用・教材費・制服代等）
　❷ 小・中・高校の修学旅行費
　❸ 普通自動車及び原動機付自転車運転免許取得に必要
　　 な経費  
　❹ 就職に必要な経費 

寄 附 金 の 受 付

美作市社協本所並びに最寄りの支所にご持参ください。
※この寄附金は、法人税法第37条第４項、所得税法第78条第２項に該当し、寄附金控除が受けられます。

子ども応援夢基金の
イメージキャラクター
「ゆめた」です！

■コンピュータシステムの設計、開発及び販売
■ネットワークの設計、構築
■インターネット接続サービス業（RELNET）
■CATV運営
☆スマホ、タブレット向けプログラム開発

http://www.rel-ltd.com/

☆優秀な人材募集中☆
　システムエンジニア及び、
　ケーブルテレビスタッフ を随時募集しています
（ケーブルテレビスタッフは、番組制作等の仕事です。未経験者歓迎｡）

recruit@rel-ltd.com
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　決して事務職の雇用ではありません。福祉の専門職として、地域に出向き情熱を持って
美作市社会福祉協議会が掲げる「みんなで支え　みんなで築く　福祉のまち美作」を目指
し、地域住民の方やボランティア、福祉・保健・医療等の多様な機関と共に地域福祉を推
進できる人を求めています。
　昨今の社会情勢（少子高齢化、貧富の格差、家庭機能の変化、障害者の自立と社会参加
など）や地域の繋がりが希薄化している中で、自分にできることは何かを考え、美作市の
地域福祉に貢献したいという思いを存分に発揮して頂きます。
　是非、美作市社会福祉協議会の職員採用試験にご応募ください。

令和３年４月１日採用の社会福祉法人美作市社会福祉協議会職員採用試験を次のとおり実施します。

１．受付期間
　　令和２年10月21日㈬～11月20日㈮（必着）
２．試験区分・採用予定人数・受験資格等

３．試験日時
　　令和２年12月５日㈯　９時～13時頃
４．受験案内・採用試験申込書の配布について
　　受験案内・採用試験申込書は、美作市社会福祉協議会本所にて配布します。
　　また、美作市社会福祉協議会ホームページ（http://www.mimasakasyakyo.jp）からも
　　ダウンロードできます。

〒709-4234　美作市江見280番地（作東長寿センター内）
社会福祉法人 美作市社会福祉協議会　総務企画課
電話０８６８－７５－２６２２

【申込み・問合せ先】

★美作市社会福祉協議会は、次のような人材を求めています★

職　　種 採用予定
人　　数 受験資格 勤務場所

美作市
社会福祉協議会　
本所、各支所等

下記の要件を満たすことが必要です。
・昭和36年４月２日以降に生まれた方
・普通自動車免許を有する方
・高等学校卒業以上の学歴を有する人
・保健師、社会福祉士、精神保健福祉士、
　介護支援専門員、社会福祉主事の何れ
　かの有資格者、又は令和３年３月中の
　資格取得見込者

４名程度
社会福祉協議会に
関する業務全般
（事務・専門職）

美作市社会福祉協議会
職員採用試験について
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表紙の写真

　
美
作
市
社
会
福

祉
協
議
会
は
、
聴

覚
障
害
者
の
生
活

や
福
祉
制
度
な
ど

に
つ
い
て
の
理
解

と
、
実
際
の
日
常
会
話
を
行
う
た

め
の
基
本
的
な
手
話
技
術
の
習
得

を
目
的
に
市
民
の
方
を
対
象
に
、

毎
年
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
手
話
で
は
口
元
の
動
き
で
言
葉

を
読
み
取
る
口
話
も
重
要
な
た
め
、

受
講
中
は
透
明
な
マ
ス
ク
を
つ
け

て
い
ま
す
。

　
表
紙
の
写
真
は
、
受
講
生
の
皆

さ
ん
が
手
話
講
座
で
最
初
に
学
ぶ

指
文
字
で「
コ
ロ
ナ
に
ま
け
る
な
」

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

右　

手　
　

藤
原　

正
人　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

利　

子
）

真　

殿　
　

皆
木　

邦
夫　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

瑳
容
子
）

矢　

田　
　

鷹
取　

真
三　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

教　

之
）

矢　

田　
　

山
本　

健
吾　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

勝　

行
）

馬　

形　
　

山
本　

和
江 

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

徳　

得
）

馬　

形　
　

豊
福　
　

潮　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

千
枝
子
）

江
ノ
原　
　

松
本　

芳
郎　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

ユ
キ
子
）

下　

町　
　

新
免　
　

勉　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

尚　

子
）

中　

町　
　

白
岩　

敏
明　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

田
鶴
子
）

笹　

岡　
　

土
居　

誠
人　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

已
吉
子
）

川　

戸　
　

舩
曵　

卓
司　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

花　

子
）

沢　

田　
　

渡
辺　
　

憲　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

俊　

行
）

後　

山　
　

居
安　

康
弘　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

た
つ
ゑ
）

東
青
野　
　

角　
　

卓
也　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　
　

幸　

）

北　

山　
　

菊
池　

一
浩　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

幸　

子
）

令
和
２
年
７
月
21
日
か
ら

令
和
２
年
９
月
20
日 
受
付
分

上　

相　
　

水
島　

聡
視　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　
　

敦　

）

湯　

郷　
　

丸
山　

健
一　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

節　

子
）

稲　

穂　
　

矢
田　
　

純　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　
　

稔　

）

平　

田　
　

橋
本　

重
和　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

光　

代
）

平　

福　
　

鍵
畑　

厚
子　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

花　

子
）

巨　

勢　
　

杉
山　

広
幸　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

剛　

之
）

巨　

勢　
　

井
上　

和
明　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

君　

子
）

安　

蘇　
　

清
水　

稔
統　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

都　

子
）

梶　

原　
　

南
坂　
　

優　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

千
代
子
）

小
ノ
谷　
　

清
水　
　

充　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

艶　

子
）

江　

見　
　

真
野　

弘
紀　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

六　

夫
）

川　

北　
　

宿
野　

豊
彦　

様

　
　
　
　
（
亡　

一　

義
）

上
福
原　
　

黒
石　

良
美　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

規
支
子
）

万　

善　
　

小
林　

義
信　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

秀　

子
）

奥 

小
川　

松
男　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

ト
ヨ
子
）

奥 

赤
堀　

義
男　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

正　

夫
）

福　

本　
　

坪
内
佳
予
子　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

國　

男
） 

尾　

谷 

小
坂
田　

稔　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

祥　

子
）

埼
玉
県
川
越
市

　
　
　
　
　

宇
多　

久
典　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

歌　

子
）

岡
山
市
北
区

　
　
　
　
　

判
野　

知
實 

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

律　

子
）

大
阪
府
寝
屋
川
市

　
　
　
　
　

小
出
久
美
子　

様

　
　
　
　
（
亡　

小
林　

俊
宏
）

赤
磐
市 

森　
　
　

清　

様

　
　
　
　
　
　
（
亡　

猛
治
郎
）

土　

居　
　

鍬
先
と
も
子　

様

豆　

田　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク
様（
７
月
）

豆　

田　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク
様（
８
月
）

東
谷
下　
　

岸
本　

芳
人　

様

　
（
玄
米
）

久　

賀　
　

森　
　

恵
二　

様

　
（
玄
米　

30
㎏
）

山　

口　
　

山
本　

正
己　

様

　
（
玄
米　

30
㎏
）

藤　

生　
　

中
村　

光
秋　

様

　
（
玄
米　

30
㎏
）湯　郷　船曳　隆司　様

山　手　上山　幸二　様
尾　谷　小坂田　稔　様
神戸市　寺本　綾乃　様

明　見　株式会社  美作土建　様
津山市　株式会社  津山医研　様
匿　名　５件

子ども応援夢基金実績報告
５４３,０００円

（令和２年９月２０日現在）

「子ども応援夢基金」に寄附を頂き、ありがとうございます。
引き続き皆様の、ご協力をお願いします。

福祉とは「ふだんのくらしのしあわせ」をみんなでつくるかつどうです。
編集・発行　　社会福祉法人 美作市社会福祉協議会

社協だよりは、皆様からお寄せいただいた社協会費・寄附金の一部を使って発行しています。

本所・作東支所 〒709-4234　美作市江見280
TEL(0868)75-2622　FAX(0868)75-7081

大 原 支 所 〒707-0412　美作市古町1850-1
TEL(0868)78-0509　FAX(0868)78-3230

美 作 支 所 〒707-0014　美作市北山401
TEL(0868)72-3677　FAX(0868)72-3969

勝 田 支 所 〒707-0113　美作市真加部1616
TEL(0868)75-3601　FAX(0868)75-3602

東粟倉支所 〒707-0403　美作市東青野844-1
TEL(0868)78-2800　FAX(0868)78-2946

英 田 支 所 〒701-2604　美作市福本810-2
TEL(0868)74-2488　FAX(0868)74-3232


